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報道関係各位 2023 年 10 月 13 日 

株式会社インテージリアルワールド 

 

インフルエンザ 2023-2024 年シーズン初月の患者数は約 57 万人 
前シーズンのピーク時に迫る勢い 

 

医療情報分析サービスを手がける株式会社インテージリアルワールド（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：佐

藤 暢章）は、独自に運用する統合医療データベース Cross Fact の 2023 年 9 月データを基に、医療用医薬品の処方動

向を調査・分析しました。 

 

インフルエンザの新シーズンは毎年第 36週(9月頭頃)に始まりますが、2023年は前シーズンの流行が収まることな

く新シーズンを迎えました。例年であれば涼しくなった頃にインフルエンザワクチンの話を耳にするようになり、その

後感染拡大が進むことが多いかと思いますが、今シーズンはどのような動きをするのでしょうか。今月も先月に続きイ

ンフルエンザについて治療薬の処方状況を追っていきます。 

 

2023 年 9 月の経口インフルエンザ治療薬の推計処方患者数は約 574,000 人と、コロナ禍前３年(2017 年～2019

年)の９月平均患者数約 34,000 人の約 17 倍を記録しました。ピーク時の患者数は例年数百万人となるため、それに比

べるとまだまだという状況ではありますが、3 年ぶりに流行が見られた 2022-2023 年シーズンのピークである約 76

万人に匹敵する規模感で流行が始まったようです。 

 

■インフルエンザ治療薬 推計処方患者数推移（2017 年 4 月以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「Cross Fact」（株式会社インテージリアルワールド） 

院外調剤薬局で調剤可能なオセルタミビル、ザナミビル、ラニナミビル、バロキサビルを処方された患者を対象として分析 
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 流行が始まると日に日に患者数が増加するインフルエンザですが、直近の状況はどうなっているのでしょうか。週別

データで今シーズンと過去 6 シーズンを比較してみます。9 月は 1 週間の患者数が数千人規模に収まることが多いです

が、今年度は最終週(39 週)に約 20 万人に迫る勢いで感染者数が増加しており、比較的患者数の多かった 2019 年と比

較しても感染者の増加ペースが早いことが分かります。2023 年は記録的な猛暑となり 9 月も全国的に気温の高い日が

続いていた中での感染者増となるため、これから寒くなり本格的な流行シーズンに入るとどの程度感染者数が増えるの

か大変気になるところです。 

 

■インフルエンザ治療薬 週別推計処方患者数 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「Cross Fact」（株式会社インテージリアルワールド） 

院外調剤薬局で調剤可能なオセルタミビル、ザナミビル、ラニナミビル、バロキサビルを処方された患者を対象として分析 

 

コロナ禍で警戒されていた新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行についてはどのような状況なのでしょう

か。一般流通が開始されている新型コロナウイルス治療薬３剤（ラゲブリオ、パキロビッド、ゾコーバ）とインフルエ

ンザ治療薬の処方患者数を比較してみます。インフルエンザは 8月から 9月にかけて患者数が増加傾向である一方、新

型コロナウイルスの患者数は 8 月から 9 月後半にかけて減少しており、逆の動きをしていたことが分かります。 

 

■インフルエンザおよび新型コロナウイルス治療薬 週別推計処方患者数 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「Cross Fact」（株式会社インテージリアルワールド） 

インフルエンザはオセルタミビル、ザナミビル、ラニナミビル、バロキサビル、新型コロナウイルスはモルヌピラビル、ニル

マトレルビル、エンシトレルビルを院外調剤薬局で処方された患者を対象として分析 
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新型コロナウイルスの感染者数は比較的落ち着いていますが、新シーズンを迎えたばかりのインフルエンザは異例の

早さで感染者数が増えています。それに伴いいわゆる風邪症状がみられる患者が急増し、鎮咳剤や去痰剤の需要が増加

したことから、一部製品で限定出荷が見られています。このことから厚生労働省は 9 月 28 日に鎮咳剤と去痰剤の処方

を最小限に抑えるよう協力依頼を出しています※。少しずつ涼しくなり感染症の患者が急増する時期が近づいており、

今後の動向が気になるところです。 

インテージリアルワールドでは今後も感染症の動きを医療用医薬品の「処方」で捉え、発信して参ります。 

 

※厚生労働省「鎮咳薬（咳止め）・去痰薬の在庫逼迫に伴う協力依頼」 

https://www.mhlw.go.jp/content/001151689.pdf （2023.09.29 参照） 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社インテージリアルワールド ソリューション企画部 鹿島田 

E メール: pr-irw@intage.com  Tel:03-5294-5990 

 

株式会社インテージリアルワールド 会社概要 

会社名   ： 株式会社インテージリアルワールド 

所在地   ： 〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台 4-6 御茶ノ水ソラシティ 13 階 

代表者   ： 代表取締役社長 佐藤 暢章 

設立日   ： 2005 年 7 月 14 日 

資本金   ： 1 億 8,825 万円（株式会社インテージヘルスケア 100%出資） 

事業内容： 

株式会社インテージリアルワールドは、国内最大級の医療リアルワールドデータベースを運用するリーディングカンパニーで

す。設立以来、「医療消費者」視点を重視し培ってきた医療リアルワールドデータの知識や分析・加工技術を基に、マーケテ

ィングデータや研究用データを製薬企業や研究機関へ提供しています。2020 年 7 月、インテージグループ内ヘルスケアセグ

メント事業会社から医療リアルワールドデータを当社に集約。それらを活用して新たなソリューションを開発し、よりタイム

リーに多様な職種の方々に直接お届けしていくことで、医療リアルワールド業界のファストブランドを目指します。 

URL   ： https://www.intage-realworld.co.jp/ 


